
宇都宮都市交通戦略 施策事業評価表Ⅲ

１.施策の目的と目標

市　民 市　民 市　民

事業者 事業者 事業者

市　民 市　民 市　民

＊新計画策定により改定

２.「短期的施策事業」における重点施策事業の進捗状況

Ⅲ－１－① 宇都宮市

Ⅲ－１－④ バス事業者

Ⅲ－４－① バス事業者

地域住民

栃木運輸支局

栃木県

宇都宮市

―

市　民 ２．７６ｔ（＊）

（新計画策定時に算出） （新計画策定まで）

３．３９ｔ新
計
画

―
若干増加している

３．１６ｔ

（Ｈ２５年度　※計画策定時）

○ノンステップバスの導入
➜8台（新規）
○ユニバーサルデザイン車両の導入
（地域内交通）
➜3台

H28年度
当初予定

H27年度
実施状況

○企業ＭＭ
➜ＬＲＴ沿線の工業団地企業・教育機関
等との意見交換の実施
○学校ＭＭ
➜「乗り方教室」の開催：篠井小など5校
○エコ通勤の推進
➜県内統一行動週間の実施：139事業
者の参画，タイアップキャンペーン「ラッ
キーバス」の実施（バス協主催）
○地域内交通ＭＭ
➜広報紙を活用した利用方法案内等
○転入者ＭＭ
➜転入手続者へのバスマップの配布（2
万部），市ＨＰへの掲載
○広報紙によるＰＲ（約18万世帯）
➜３月号特集｢交通未来都市うつのみ
や｣
➜毎月｢乗ってみよう公共交通｣

H29年度
当初予定

施策事業名 事業主体

○ＬＲＴ導入を見据えたＭＭ
➜ＬＲＴ導入やバス再編，交通ＩＣカード
の導入を見据えた理解促進の実施
➜ＬＲＴ沿線企業や学校等と連携した利
用促進の実施
➜ＬＲＴの利用方法や交通ルールの周
知・啓発の実施
➜ＬＲＴ導入・バス再編等を見据えた啓
発媒体の作成（ＤＶＤ資料等）
○学校ＭＭ
➜バスの乗り方教室の開催
○エコ通勤の推進（庁内ＭＭ）
➜毎月第１・第３水曜日実施
○地域内交通ＭＭ
➜利用方法案内チラシの配布等
○転入者ＭＭ
➜バスマップの配布，市HPへの掲載
○広報紙によるＰＲ
➜「公共交通に関する特集記事の掲
載」など

人にやさしいバスの導入

○

○ノンステップバスの導入
➜10台（新規）
○ユニバーサルデザイン車両の導入（地
域内交通）
➜3台

○ＬＲＴ導入を見据えたＭＭ
○学校ＭＭ
○エコ通勤の推進（庁内ＭＭ）
○バス路線新設社会実験ＭＭ
○地域内交通ＭＭ
○転入者ＭＭ
○広報紙によるＰＲ

□目標指標

◆ＬＲＴの導入を見据え，ＬＲＴ沿線の工業団地企業や高等
教育機関を対象として，公共交通による通勤・通学に関する
意見交換を行った。
◆また，前年度から引き続き，バスの乗り方教室の開催やエ
コ通勤の推進，広報紙によるＰＲなど，様々な年齢，立場の
人を対象に，モビリティマネジメントに取り組んでいる。

◇引き続き，過度に自動車に依存しない社会への転換に向
けて，様々な対象者に適切に対応した手法により公共交通
利用への意識転換や利用促進を図る必要がある。
◇特に，ＬＲＴ導入は自動車から公共交通への転換を図る
好機であることから，沿線の工業団地企業や住民に対して
モビリティ・マネジメントを強化する必要がある。◎

○東西自由通路・橋上駅舎の工事（Ｈ26
～28）

H28年度
評価

H28年度
実施状況

モビリティ・マネジメント（Ｍ
Ｍ）の実施

○橋上駅舎・東西自由通路整備工事
➜供用開始7/1～（※東口階段のみ2/1
～）

○学校ＭＭ
➜「乗り方教室」の実施：城山中央小，海
道小，陽光小，桜小
○エコ通勤の推進
➜県内統一行動週間の実施：146事業者
の参画，タイアップキャンペーン（バス協
会主催）の実施
○バス路線新設社会実験ＭＭ
➜ニューズレターの沿線自治会配布（4
回/年）（約7千世帯）
○地域内交通ＭＭ
➜体験乗車会の実施，利用方法案内チ
ラシの配布等
○転入者ＭＭ
➜転入手続者・来街者等へのバスマップ
の配布（2万部），ＨＰ掲載
○広報紙によるＰＲ（約18万世帯へ配布）
➜２月号特集｢公共交通をつかってみま
せんか｣
➜毎月｢乗ってみよう地域内交通｣
○ＬＲＴの導入を見据えたＭＭ
➜「芳賀・宇都宮東部地域公共交通網形
成計画」に位置付け

○東西自由通路・橋上駅舎の工事
（Ｈ26～28）

○ノンステップバスの導入
➜8台
○ユニバーサルデザイン車両の導入
（地域内交通）
➜3台

◆ＪＲ岡本駅の駅舎橋上化及び東西自由通路の整備と併せ
て，昇降機を整備するなど，バリアフリー化が図っている。

◆ノンステップバスの導入に計画的に取り組むことにより，高
齢者や障がい者等の円滑な移動に寄与している。

◇引き続き，超高齢社会に対応した誰もが利用しやすい公
共交通を整備するため，ノンステップバス等の導入を推進す
る必要がある。

ＪＲ岡本駅橋上化・東西連
絡通路の新設

◎

○ノンステップバスの導入
➜11台（新規）
○ユニバーサルデザイン車両の導入
（地域内交通）
➜1台

□目標とする交通環境

２ 環境にやさしい交通環境を整備する

（Ｈ２３年度）

基準数値 (a)

□施策の体系

数値 (b)

（評価年）
指標名

４ 公共交通の利用促進策を実施する

５ 利用者に対する支援を行う

３ 徒歩，自転車で安全，快適に通行できる道路を整備する

１ 公共交通のバリアフリー化を進める

（基準年）

３２.２％

目標数値 (c)

（目標年）

Ⅲ．ひとや環境にやさしい交通環境を整備する □目的 超高齢社会の到来や地球温暖化等の環境問題に対応し，持続可能な都市の交通基盤の整備を目指す。

進捗評価

おおむね順調に進捗
５２.０～６０.５％

進捗状況（％）

基準年(a／c) ⇒ 評価年 (b／c)
５１.４％

（Ｈ２８年度見込み） （Ｈ３０年度）
⑴ 人にやさしいバスの導入率 ５５.２％ ⇒ ７１．１％

⑵ 市域の温室効果ガスの削減量

　２．７０ｔ

（Ｈ３２年度）

―

―

　　２．２５ｔ

１４５．３０ｔ １２１．１０ｔ

（Ｈ１５年度）

―

市　民

事業者

―

（Ｈ２６年度　※暫定値）

旧
計
画

資料１－３



３.施策の評価 ４.取組の方針
＜Ⅲ－１＞公共交通のバリアフリー化の推進
・ＪＲ岡本駅の橋上駅舎化と合わせて昇降機を設置するとともに，ノンステップバスの計画的な導入により
人にやさしいバスの導入率が着実に向上するなど，公共交通のバリアフリー化の推進に取り組んでいる。

＜Ⅲ－４＞公共交通の利用促進策の実施
・「バスの乗り方教室」や「エコ通勤推進デー」，「広報媒体を活用したＰＲ」など，様々な立場や年齢層
の人を対象としてモビリティ・マネジメント施策を実施するとともに，ＬＲＴの導入を見据えて，沿線の工
業団地企業や教育機関等と意見交換を行うなど，自動車から公共交通への転換の促進に取り組んでいる。

＜Ⅲ－１＞公共交通のバリアフリー化の推進
・引き続き，超高齢社会に対応した誰もが移動しやすい交通環境を整備するため，バリアフ
リー化の推進に取り組む。

＜Ⅲ－４＞公共交通の利用促進策の実施
・ＬＲＴの導入は自動車から公共交通への転換を図る好機であることから，ＬＲＴの導入や
バスネットワーク再編などを見据え，沿線の工業団地企業や住民はもとより，全市民に対し
て，公共交通利用による環境負荷の低減や日常生活における利便性向上等のメリットとなる
情報を発信することなどにより，公共交通に対する意識転換・利用促進を図るモビリティ・
マネジメントの施策・事業をより一層強化する。
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H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H30年度

(目標)

ノンステップバス台数 ノンステップバス導入率

目標Ⅲ-① ひとにやさしいバスの導入率単位：台
目標Ⅲ－②　温室効果ガス削減量

基準年数値（Ｈ25年度） 市　民： 3.16ｔ

評価年数値（Ｈ26年度） 市　民：  3.39ｔ

目標数値（Ｈ32年度） 市　民：  2.76ｔ


